
様式１                        平成２７年度 学校評価報告書         学校名 三重県立津商業高等学校             

（１）学校経営の改革方針における今年度の重点取組についての評価結果 

項目 行動計画の目標・評価方法 達成状況・評価結果 具体的取組に関する成果や課題 

 
 
 

組
織
的
な
教
育
力
の
向
上 

全職員が関わり、地域との交流を通し

て生徒が主体的に学ぶ３つの取組のさ

らなる充実を図る。 

① 1 学年：人権ＦＷ  

人権ＦＷの取組をさらに深めるため人

権教育推進協議会を立ち上げる。 

② 2 学年：インターンシップ 

事後指導として、インターンシップ発

表会のための予選会を実施する。 

③ 3 学年：課題研究 

課題研究を通して、今年度三重県で開

催させる全国産業教育フェアへ積極的

な参加、協力をする。生徒実行委員会

広報部の仕事への協力体制を整える。 

① 津商業高校人権教育推進協議会を県教

委、三人教、社協、ＰＴＡ、卒業生、

教員を構成メンバーとして、6 月、11

月、2 月に実施し、それぞれの立場か

ら助言、協力をいただいた。 

② 1，2 年生対象の発表会に向けて、2 年

生全員が参加しつつ短時間で実施可能

な方法を工夫し予選会を実施した。 

③ 生徒実行委員会副委員長の選出、生徒

広報記録部へ 20 名派遣。 大会前日準

備、大会当日を含めて述べ 80名の生徒

が参加した。また、来年度以降の課題

研究の内容と評価方法の見直し検討し

始めた。今後の検証のため今年度 3 年

生に対しアンケートを実施した。 

① 例年以上に多くの事業所等の協力を得、すべての

生徒が校外でのＦＷを実施したことは大きな成

果である。発表会の見学者も激増し多くの助言が

得られた。生徒発表に改善の余地があり、その指

導が課題である。 

④ 2年生にとっては一人一人全員がインターンシッ

プの目的や成果を確認する機会を得ることがで

き、その効果が高まった。1年生にはより良い発

表が聞け、事前学習としても改善された。進学希

望者向けのインターンシップと事前指導を来年

度改善する。 

⑤ ・「匠」事業の継続と発展。・課題研究の一部に

位置づけ津商バザーの復活・地域の企業の力も借

りビッグデータを活用した情報システム科の特

色化等、来年度の取組として実現したい。 

 

授
業
改
善 

① 既存の保護者等公開授業週間をは

じめ、教員同士による授業の公開

と見学を行い授業改善に取組む。 
② 高大接続についての情報収集と校

内への還元を行う。 

① 授業公開を実施。同時に教員の互見授

業も行い、アンケート等による意見交

換をにより授業改善に努めた。 

② 高大接続に関する情報を収集、教員へ

の提供を行い、教育課程の見直し開始

につなげた。 

① 保護者の参加人数が少ないため、来年度は授業公

開日を週末に行う。互見授業によるアンケートは

よい気付きをもたらしているため、今後は実施回

数を増やしていく。 

② 引き続き情報収集を行いながら教育課程を検討

していく。 

勤
務
時
間
縮
減 

① 職員会議等の会議において資料等

の配布方法や提案方法などを見直

すことで、時間の短縮または回数

の縮減をはかる。 

② 津商ホームページを更新がしやす

い構造に変え、更新にかかる時間

の短縮をめざす。 

① 職員会議では、今年度より議題の時間

設定を行い、時間の縮減を図ることが

できた。また、ＰＴＡ役員会において

は、議題の精選と前倒し等を行い２回

分縮減すことができた。 

② 津商ホームページのトップページを変

更し更新しやすくした。 

① さらなる効率化を目指して掲示板やデスクネッ

ツの活用も推進していきたい。 

② 更新作業の時間短縮と見やすいトップページが

実現した。夏休み中の甲子園出場時、様々な連絡

に役に立った。今後、部活動のページも更新しや

すく見やすいページにするため、統一したフォー

ムにしたい。 



（２）組織の状態の評価結果 

アセスメントから明らかになった状況 

強 

み 

・元気な挨拶ができる生徒の姿や、部活動において優秀な結果を出すことができたことで、本校に対しよいイメージが定着してきている。 

・1 年生の人権フィールドワーク、2年生のインターンシップ、就職先の開拓のための企業訪問等において、全教員が関わる体制が確立されてい

る。また、庁所在地という立地に恵まれ、地域の教育資源に恵まれている。 

弱 

み 

・全教員での実施体制が確立されていることで長年継続されているが、その反面、惰性で行われ、その目的や意義があやふやになると形骸化しかねない。 

・インターンシップや課題研究など、教員が作った枠にはめてしまい、生徒の自主性や可能性を十分生かせていない面がある。 

・基礎学力の定着に不十分な部分がある。 

 

（３）学校関係者評価委員会の実施状況 

学校関係者評価委員会の実施内容等 

＜実施回数＞    ２ 回      

実
施
内
容 

1 回目：委員 6 名のうち 5 名が今年度新しく委員になっていただいた方であったため、本校の概要、本年度の学校経営の改革方針、昨年度の取
組と反省ついて説明を行い、本年度の行事予定を示して可能な限り学校へ足を運んでいただくことをお願いした。 
2 回目：今年度特に重点的に取組んだ 3つの取組について、学校側の担当者から改善点とその狙い、成果と反省点を説明する。取組の発表会等
に見学していただいた方を中心にご意見をいただき、今後の課題と解決の方向性について助言をいただいた。 

 

（４）学校関係者による評価結果 

学校関係者評価から明らかになった改善課題 

関
係
者
評
価 

・インターンシップ先や課題研究の課題設定において、もっと生徒が主体的に選べるよう工夫と改善が必要。また、様々な取組を形骸化させな

いためにも外部の目を入れることは重要。両方の意味において学校が地域社会との接点を持ち教育資源として活用する姿勢が大切である。 

・生徒の発表において指導者の力量の差を感じる。生徒の感覚を大切にしながらもポイントは押さえたものとするため、丁寧な指導や工夫が必

要。また、折角の発表会であるので保護者が参加できるようにしてはどうか。 

・元気な挨拶はできている。「人を大切にする」こと等、難しいが社会の基本である。今後も大切にしていってほしい。 

 

（５）組織力向上のための取組（改善策） 

次 年 度 に 向 け た 取 組 

○人権教育推進協議会や学校関係者評価委員会のみならず、様々な場面で地域の企業や事業者と関わり、積極的に協力を求めながら 

①人権フィールドワークとその舞台発表及び壁新聞による発表の充実 

②インターンシップ先のさらなる確保と生徒の自己開拓の促進と援助 

③課題研究の充実と評価の工夫 

④③をもとにした情報システム科の特色化    を目指す。 



 


